


お
祝
い
の
言
葉
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年
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学
位
記
授
与
式

学
位
記
授
与
式

つ
け
た「
知
識
の
実
践
と
人
格
の
向
上

に
努
力
」（
行
学
一
体
）し
、「
周
囲
と
の

協
働
の
中
で
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
」（
報
恩
感
謝
）と
い
う
建
学
の
精

神
を
胸
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
が
修
得
し
た
学
問

は
、社
会
で
実
地
に
役
立
っ
て
こ
そ
真

価
を
発
揮
し
ま
す
。探
求
心
を
持
ち
続

け
、傲
慢
に
な
ら
ず
、広
く
多
様
性
を

認
め
る
心
を
持
ち
続
け
て
下
さ
い
。

　

永
平
寺
を
開
い
た
道
元
禅
師
の
こ

と
ば
に
、「
人
は
錬
磨
に
よ
り
て
仁
と

な
る
」と
あ
り
ま
す
。
絶
え
ず
自
ら

を
省
み
て
心
を
磨
き
、研
鑽
を
積
み

つ
つ
、人
の
痛
み
や
社
会
の
問
題
を

敏
感
に
感
じ
と
り
、寛
容
で
慈
し
み

深
い
心
を
大
切
に
し
て
、活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、東
日
本
大
震
災
よ
り
は

や
7
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、い
ま

だ
平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ず
、心
の
傷
を
癒
や
す
こ
と
が

で
き
な
い
方
々
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。本
学
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
継
続
し
て
被
災
地
の
方
々
に
寄
り

添
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
東

北
の
悲
し
み
苦
し
み
を
忘
れ
ず
、そ

れ
ぞ
れ
に
出
来
る
こ
と
で
応
援
し
て

下
さ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
人

生
を
着
実
に
切
り
開
き
、心
豊
か
に

社
会
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

と
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、ご
卒
業
・
ご
修
了
を
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

本
学
の
1
4
2
年
に
わ
た
る
歴
史

に
お
い
て
、多
く
の
卒
業
生
諸
君
が
す

で
に
社
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。優
れ

た
創
造
力
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え
た

方
々
を
社
会
に
送
り
出
せ
た
こ
と
は
、

本
学
に
と
り
ま
し
て
大
変
名
誉
な
こ

と
と
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
入
学
さ
れ
た
時
、皆
さ
ん

の
ど
な
た
も
が
将
来
に
大
き
な
夢
を

抱
い
て
お
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。そ
の
実
現
の
た
め
の
学
び
を
本

学
に
求
め
、不
断
の
努
力
を
重
ね
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
過
程
こ
そ
が

皆
さ
ん
の
成
長
そ
の
も
の
で
す
。

　

社
会
に
出
た
な
ら
ば
、自
ら
選
ん

だ
道
を
正
々
堂
々
と
歩
み
続
け
、将

来
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
専
門
領
域
の

み
な
ら
ず
、広
い
知
識
を
意
欲
的
に

吸
収
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

誇
り
は
自
身
の
努
力
で
築
き
上
げ
る

も
の
で
あ
り
、自
信
は
周
囲
の
評
価

で
湧
き
上
が
る
も
の
で
す
。

　

本
学
で
の
学
び
は
、多
く
を
体
験

し
、様
々
な
知
識
を
蓄
え
、そ
れ
ら
を

柔
軟
か
つ
合
理
的
に
組
み
合
わ
せ
て
、

創
造
的
に
物
事
を
考
え
る
た
め
の
訓
練

を
積
む
期
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

社
会
に
雄
飛
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、与
え

ら
れ
た
様
々
な
場
面
で
、本
学
で
身
に

柔
ら
か
さ
が
天
地
を
包
む
春
の
こ
の

佳
き
日
、2
2
8
9
名
の
皆
さ
ん
に

学
士
の
学
位
を
授
与
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
本
学
の
学
士
課
程
を

無
事
修
了
さ
れ
、学
位
を
取
得
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、大
学
院
の
各
研
究
課
程
に
お

い
て
は
71
名
の
諸
君
が
修
了
式
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、保
護
者
の

皆
様
お
よ
び
関
係
の
方
々
よ
り
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
厚
い
ご
支
援
に
、大
学

自
ら
選
ん
だ
道
を
正
々
堂
々
と

歩
み
続
け
、将
来
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
て
ほ
し
い

「行学一体」
「報恩感謝」を胸に、
社会に雄飛せよ
愛知学院大学 学長  佐藤 悦成
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思いやりのこころを持ち
社会に飛び立て

学
位
記
授
与
式
表
彰
者

29
年
度

　

多
く
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
胸
に
今

日
、愛
知
学
院
大
学
を
卒
業
す
る
皆
さ

ん
と
、学
生
生
活
を
支
え
励
ま
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
ご
家
族
の
皆
様
に
、大
学
全
同

窓
会
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。あ
な
た
た
ち
が
こ
の
大
学
で

「
思
い
や
り
の
あ
る
こ
こ
ろ
」に
目
を
向

け
、「
モ
ノ・お
金
」だ
け
が
す
べ
て
で
は
な

い
こ
と
を
学
ば
れ
た
こ
と
は
、こ
れ
か
ら

社
会
に
向
か
っ
て
飛
び
立
つ
に
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。今
日
め
で

た
く
学
窓
を
巣
立
つ
こ
と
が
で
き
た
幸

せ
を
噛
み
し
め
、今
後
も
一
層
の
努
力
を

惜
し
ま
ず
前
途
を
切
り
開
い
て
い
か
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同窓会連絡協議会議長 法学部同窓会長

伊藤 桂子

新たな船出を
応援しています

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
日
ま
で
、ご
子
息

を
温
か
く
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族

の
皆
様
方
に
も
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、小
出
学
院
長
、佐
藤
学

長
を
は
じ
め
教
職
員
の
先
生
方
に
は
、

大
学
後
援
会
代
表
と
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。卒
業
は一つ
の
ゴ
ー
ル
、

明
日
か
ら
は
社
会
と
い
う
大
海
原
に
出

航
で
す
。愛
知
学
院
大
学
の
卒
業
生
と

し
て「
行
学
一
体
・
報
恩
感
謝
」の
理
念

を
胸
に
、目
標
を
し
っ
か
り
持
ち
荒
波
に

立
ち
向
か
っ
て
い
っ
て
下
さ
い
。皆
さ
ん

が
す
ば
ら
し
い
社
会
人
に
な
ら
れ
ま
す

よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
、お
祝
い
の
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

愛知学院大学 後援会会長

池田 雅彦

宗
教
文
化
学
科

歴

史

学

科

国
際
文
化
学
科

日
本
文
化
学
科

グ
ロ
ー
バ
ル
英
語
学
科

心

理

学

科

健
康
科
学
科

健
康
栄
養
学
科

商

学

科

〃

経

営

学

科

〃

経

済

学

科

〃

法

律

学

科

現
代
社
会
法
学
科

総
合
政
策
学
科

〃

医
療
薬
学
科

歯

学

科

歯
科
衛
生
学
科

専

攻

科

吉
田　

瑛

鈴
木　

真
一

石
黒　

修
治

服
部
真
由
子

袴
田　

麻
友

加
藤　

優
里

黒
岩
優
里
佳

手
崎　

聡
子

久
村　

拓
也

村
上
和
香
奈

内
田　

貴
文

大
矢
知
里
奈

板
倉　

敬
太

馬
渕　

春
夏

弓
削　

優
光

加
藤
悠
水
香

吉
田
さ
つ
き

宮
本 

花
純

加
藤
三
香
子

小
野
ま
ど
か

渡
邊
恵
梨
子

村
上　
　
　
綾　
　
　

  

中
島　
佐
友
理

木
村　
　
安
沙　
　
　

松
原　
　

   

愛

長
谷
川　
令
賀

浅
野　

杏
奈　
　
　

梅
村　

恭
子

宗
教
文
化
学
科

歴

史

学

科

国
際
文
化
学
科

日
本
文
化
学
科

グ
ロ
ー
バ
ル
英
語
学
科

心

理

学

科

健
康
科
学
科

健
康
栄
養
学
科

商

学

科

経

営

学

科

経

済

学

科

法

律

学

科

現
代
社
会
法
学
科

総
合
政
策
学
科

医
療
薬
学
科

歯

学

科

歯
科
衛
生
学
科

宗
教
文
化
学
科

歴

史

学

科

国
際
文
化
学
科

日
本
文
化
学
科

グ
ロ
ー
バ
ル
英
語
学
科

心

理

学

科

健
康
科
学
科

健
康
栄
養
学
科

商

学

科

経

営

学

科

経

済

学

科

法

律

学

科

現
代
社
会
法
学
科

総
合
政
策
学
科

医
療
薬
学
科

歯

学

科

佐
藤　

栞

森
田　

智
貴

鈴
木　

詩
織

佐
藤　

栞

岡　

亜
莉
沙

小
林
ま
ゆ
り

伊
佐　

清
香

陣
後　

菜
月

岩
間　

光
輝

山
本　

一
輝

遠
藤　

義
久

安
井　

一
貴

新
木　

佑
斗

後
藤　

真
希

則
武
千
波
夜

下
村
英
梨
子

布
野　

彩
香

青
山　

秀
勝

田
口　

芽
依

平
野　

有
紀

松
本　

加
恵

硲　

沙
也
佳

佐
原　

杏
奈

末
吉　

孝
次

加
藤　

結
衣

清
水　

萌

倉
内　

裕
未

福
島　

拓
斗

神
谷　

潤
也

河
合
美
の
里

栗
田　

稔
真

伊
藤 

友
哉

石
川　

清
斗

●
初
代
学
長
小
出
有
三
賞

●
歯
学
部
臨
床
実
習
優
秀
賞

●
歯
科
衛
生
学
科

　

臨
床
実
習
優
秀
賞

●
管
長
賞（
総
代
）

●
学
長
賞

L
I
N 

Y
U
E
Y
A
N

平
成
2 9
年
度 

学
位
記
授
与
式

　

卒
業
生
諸
君
、卒
業
お
め
で
と
う
。

諸
君
の
胸
の
中
に
は
四
年
間
の
蛍
雪
の

功
な
り
、学
位
記
を
手
に
す
る
事
が
で

き
た
喜
び
と
共
に
、こ
れ
か
ら
始
ま
る

新
し
い
人
生
に
対
す
る
希
望
に
満
ち
溢

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。新
し
い
人
生
の

門
出
に
あ
た
り
、諸
君
は
愛
知
学
院
大

卒
業
で
あ
る
事
に
大
き
な
誇
り
を
持
っ

て
頂
き
た
い
。諸
君
に
は「
行
学
一
体
、

報
恩
感
謝
」の
建
学
の
精
神
の
元
で
育

ち
、社
会
の
各
方
面
で
顕
著
な
活
動
を

と
げ
て
い
る
約
12
万
名
の
先
輩
卒
業
生

が
、諸
君
の
卒
業
を
待
ち
望
ん
で
い
ま

す
。諸
君
は
先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
様
、

努
力
を
重
ね
立
派
な
社
会
人
と
な
ら

れ
る
事
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

誇りを胸に、努力を重ねて
立派な社会人に
学校法人 愛知学院  学院長

小出 忠孝
　

皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
学
科
の

学
修
か
ら
様
々
な
専
門
知
識
を
得
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。授
業
や
課
外
活
動

等
を
通
し
て
、様
々
な
人
と
交
流
し
多

く
の
経
験
を
さ
れ
た
は
ず
で
す
。そ
れ

ら
専
門
知
識
は
、年
月
が
経
つ
う
ち
に

古
び
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。大
学
で
の
経
験
は
、懐
か
し
い

思
い
出
と
し
て
記
憶
に
残
る
だ
け
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、皆
さ
ん

が
学
修
の
な
か
で
獲
得
し
た「
学
ぶ

力
」、大
学
で
の
経
験
か
ら
学
ん
だ「
人

間
力
」は
決
し
て
古
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。愛
知
学
院
大
学
で
得
た
学

ぶ
力
、人
間
力
を
使
っ
て
、力
強
く
未

来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
下
さ
い
。

大学で得た学ぶ力、人間力で
未来を力強く切り開け

愛知学院大学　学長補佐 ・学生部長

髙木 敬一
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名誉教授称号授与

人間万事人間万事
塞翁が馬塞翁が馬

個の力を高めて個の力を高めて
社会を生き抜け社会を生き抜け

AGUとAGUと
リーディングファカルティリーディングファカルティ

豊かな心と豊かな心と
健やかな身体を持って健やかな身体を持って

努力する志と努力する志と
報恩感謝の心を持て報恩感謝の心を持て

ご卒業おめでとうございます。皆さんは「卒業」
の言葉の重さを理解し、今後の人生への期待
と不安の入り交じった不思議な気持ちであろ
うかと思います。新たに「社会」に出て、様々な
経験を通してさらに大きく成長されることでしょ
う。皆さんの人生においても、故事成語にある
ように「人間万事塞翁が馬」で、人の幸不幸
は予測し難いものです。今現在の結果・状態
ばかりを気にせずに自分の信念を貫いて欲し
いと思います。ご活躍をお祈りします。

社会の発展に社会の発展に
貢献できる人材となれ貢献できる人材となれ

道にまよっても

生涯学び続ける
歯科医に

社会から求められる
薬剤師をめざして

「報恩感謝」を忘れず
良識ある歯科衛生士に

心身科学部長

西田 保

経営学部長

荒井 耕一郎

法学部長

南川 和範

文学部長

上田 恒雄

商学部長

城 隆

経済学部長

玉井 金五

社会に羽ばたく卒業生の皆さん、ご卒業おめで
とうございます。心身科学部では、心理学や健
康科学、栄養学の専門知識を習得するととも
に、心と身体の重要性やそれらの相互関連性
について学習されました。これらの知識や経験
は、これからの社会生活で起こりうる様々な問
題を解決していく際に必ず役立つものです。学
んだことを自らが実践し、豊かな心と健やかな身
体を兼ね備えた「アイガク卒業生」としてご活
躍されますよう心からお祈りいたします。

ご卒業おめでとうございます。心よりお祝い申し上
げます。第4次産業革命とも呼ばれる動きは、こ
れまでにないスピードで経済社会を変えてゆきま
す。そのような時代だからこそ、個人の能力を今ま
でにも増して高めてゆくことが肝要です。競争も
激しさを増すでしょうが、卒業生の皆さんにあって
は、目先の利益のみにとらわれることなく、自然と
の共生、他者への思いやり、正邪を判断する心を
持った人であって欲しいと思います。健康にはく
れぐれも留意してください。ご活躍をお祈りします。

ご卒業おめでとうございます。皆さんには経営
学部で積んだ研鑽を武器に、自分の力で人生
を切り開いていく強い志を持ってもらいたいと
思います。報恩感謝の気持ちを持って日々行
動すれば、次第に周りに理解者が増え、自然
と成長への機会が増えるはず。皆さんはそれら
を利用することで相対的に豊かな人生を送る
ことができるようになるのです。ぜひ、日々努力
を継続する強い「志」と「報恩感謝」の心を
持って下さい。ご活躍をお祈りします。

ご卒業おめでとうございます。特に、経済学部
の皆さんは２期生としての卒業になります。そ
の意味で、経済学部卒業生の歴史はまさにこ
れから築いていかなければなりません。経済学
部卒業生がさまざまな分野ではばたき、多大な
実績を残していくことができれば、愛知学院大
学全体にとっても実に大きなインパクトとなる
でしょう。リーディングファカルティ確立のため
に、経済学部卒業生への期待は余りにも大き
なものがあります。頑張ってください。

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございま
す。二十数年に及ぶ「学校に通う」という生
活が、これでようやく終わることになります。こ
れからは、自らの幸福を追求することはもちろ
ん、社会の一員として、我が国のますますの
進歩発展向上に貢献できる人材となる必要
があります。四年制大学を卒業した者の大き
な武器は「論理性」です。今まで培ってきたこ
の武器を駆使し、また益々磨きをかけ大活躍
されるよう、心より期待しています。
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文学部元客員教授

鈴木 俊次

名誉教授称号授与名誉教授称号授与

本学教授会は、平成30年３月
に退職される4名に、平成30
年4月1日付で名誉教授の称
号授与を決定しました。名誉
教授の称号を授与されるのは
次の先生方。

人間万事
塞翁が馬

個の力を高めて
社会を生き抜け

AGUと
リーディングファカルティ

豊かな心と
健やかな身体を持って

努力する志と
報恩感謝の心を持て

社会の発展に
貢献できる人材となれ

道にまよっても道にまよっても

総合政策学部長

森下 英治

生涯学び続ける生涯学び続ける
歯科医に歯科医に

歯学部長

栗田 賢一

社会から求められる社会から求められる
薬剤師をめざして薬剤師をめざして

薬学部長

井上 誠

「報恩感謝」を忘れず「報恩感謝」を忘れず
良識ある歯科衛生士に良識ある歯科衛生士に

歯科衛生学科長

高阪 利美

教養部教授

川口 高風

教養部客員教授

尾崎 孝之

歯学部教授

金森 孝雄

卒業おめでとう。私が学生時代の1976年に
「青春時代」という歌がヒットし、『青春時代が
夢なんてあとからほのぼの思うもの』という歌
詞の意味も分からず口ずさんでいました。今、
皆さんは4年間の時の早さを感じながら、今後
の自身の姿に不安と希望を抱いているでしょ
う。『青春時代のまん中は道にまよっているば
かり』と歌詞は続きます。道にまよっても、総合
政策学部で培った多様性・多角的な視点・柔
軟性を武器に、元気に力を発揮してください。

ご卒業おめでとうございます。いよいよ社会人と
して一歩を踏み出す時が来ました。6年間培っ
てきた教養と専門性を礎に、社会から求められ
る信頼される薬剤師になるために、大いに自己
研鑽に励んでください。知識を大いに吸収し、
議論を大いにし、着実に実行できる人になって
ください。皆さんがいかに能力を開花させるか非
常に楽しみです。常に広い視野と柔軟な心を
持ち、何事にも挑戦し続けてほしいと思います。
私たちはいつまでも応援しています。

ご卒業おめでとうございます。これから、ほと
んどの卒業生は歯科医として社会へ出ま
す。そこでは歯科治療を通して患者さんに
感謝されますが、同時にまだまだ自分が未
熟であることも判ってきます。実はこれから
が本当の勉強です。今までと違って勉強の
結果は試験でなく、患者さんの感謝の度合
いで判定されます。患者から信頼され、社会
に貢献出来る歯科医になるように、一生涯
学び続ける歯科医になって下さい。

ご卒業おめでとうございます。3年間で得た多く
の知識や技術、臨床実習で鍛えられたコミュニ
ケーション術などを活かし、新しく始まる次の人
生への扉を開いてほしいと思います。歯科衛生
士は、歯・口腔の健康づくりの担い手として社
会から期待されています。有資格者としての責
任と自覚を持って人々の健康のために最善を
尽くし、信頼される歯科衛生士を目指して下さ
い。「報恩感謝」の念を忘れず、良識ある歯科
衛生士として活躍されることを願っています。
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内定獲得への道

グローバル化が進む中、経済を通して世界を広く見ることができる経済学部を
選択。就職活動中はキャリアラウンジに通い、担当の先生にいろいろと相談し
ました。どんな業界や企業が自分に合っているかなど親身にアドバイスしてい
ただいたことは、とても大きな支えになりました。そして物流業に関心を持つよう
になり、中でも取引先が幅広くさまざまな企業とのつながりを感じた名港海運
株式会社を志望しました。採用面接では、質問に正直に答え自分の言葉で語
ることを心がけました。誠意が伝わったことが内定獲得の決め手になったと思
います。今後は事務職として営業職の社員をサポートする業務を担当します
が、自分のキャリアアップもめざしたいと思います。いずれは通関士の資格を取
得し、貿易事務をこなせるようになりたいです。

近藤 実可子 名港海運株式会社

経済学部

講義やゼミで学んだマーケティングの知識を行政の仕事に生かしたいと考
え、公務員を志望。マーケティングの知識は商品を売るためだけに留まら
ず、行政の仕事において市民のニーズを的確に把握する上でも役立てられ
ると考えたのです。ゼミでは、グループ発表のリーダーとして皆の意見を調整
したり全体を引っ張ったりして、プロジェクトを遂行。この経験を通し、組織で
目標を達成する力が身につきました。就職活動でも大きな強みになり、体験
談を面接で話すと高い評価につながりました。就職活動中、心強かったの
は公務員専任アドバイザーの方の存在です。面接・論文対策、ミニ模試、エ
ントリーシートの添削など、民間企業とは違う公務員ならではのポイントを押
さえたサポートをしていただきました。

竹内 康也 名古屋市役所

商学部

市役所を志望したのは、インターンシップや学生消防団の活動を通し、地域
の人の助けになる仕事がしたいと考えたから。発展著しい日進市で、愛され
るまちの職員として働くことに魅力を感じました。就職を意識し始めたのは、
3年次の秋頃。各種対策講座を受講したり、キャリアセンターやエクステン
ションセンターに通って就職活動に関する相談をするようになりました。特
に役立ったのは、グループディスカッション対策や面接対策。また公務員試
験対策講座を受講することで、合格までのモチベーションを保つことができ
ました。目標に向けて諦めず勉強を続けたことが、合格につながったと思い
ます。これからは日進市の職員として人々の生活を支え、さらなるまちの発展
の力になりたいと考えています。

中川 美峰 日進市役所

文学部

消防官として働く叔父の姿に幼い頃から憧れていた僕。消防官になるために
法律を学ぶべきだと考え、法学部を選択しました。愛知学院大学は公務員をめ
ざす学生のサポートが手厚く公務員試験の合格率が高いことも、入学を決め
た大きな理由です。試験準備では、エクステンションセンターの職員の方が、模
擬筆記試験、小論文の添削、面接対策などさまざまな角度からサポートしてく
ださいました。どんな些細な質問にも親身になって答えてくださり、大きな支えと
なりました。また、先輩たちの合格体験記を通して具体的な勉強法や面接時
の留意点などを学べたことも、合格につながったと思います。採用の決め手に
なったのは、新しく発足した愛知学院大学学生消防団の活動。現職の消防官
や地域の方々と交流した経験を面接で生かすことができました。

木村 直人 知多市消防本部

法学部

大学4年間の学びを通し、広い視野と社会をさまざまな角度から捉える視点が
身についたと思います。それらはのちに、採用面接などで発揮することができま
した。地域経済に携わる仕事に就きたいと考えていため、金融の仕事を通して
地域活性化に貢献できる銀行への就職を志望するようになりました。百五銀
行は、三重県下で最も歴史ある銀行ということもあり、地域からの信頼も厚い
銀行です。また規模も大きく新しいサービスに率先して取り組める点や職場環
境が充実している点なども魅力でした。就職活動中は、学内で開催される企業
説明会や就職関連の講座に参加。履歴書や面接対策も徹底しました。また、
世の中の動きに対して自分の意見を述べられるようにするなど、最大限の準備
をしたことが採用の決め手になったと思います。

鬼頭 駿斗 株式会社百五銀行

経営学部

幼い頃からサッカーに親しみ、大学でも東海1部リーグに所属していたサッカー
部に入部。部活と並行し、大学サッカーを運営する「東海学生サッカー連盟」
の活動にも携わったことで、スポーツイベントに携わる仕事に興味を持つよう
になりました。この活動を通してビジネスメールの基本や社会人としてのコミュ
ニケーションの取り方などを体験的に学んだことは、就職活動に大いに役立っ
たと思います。中日新聞社を志望したのは、カナダ・バンクーバーに留学したこ
とがきっかけです。名古屋を世界にアピールできる企業で働きたいと考えたの
です。採用試験に向けては、キャリアセンターでエントリーシートや自己紹介書
の添削を受けたり、ゼミの先生にお世話になったり、多くの人のサポートを受け
ました。今後は全力で仕事を楽しみたいと思います。

古畑 克真 株式会社中日新聞社

心身科学部
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就職活動の体験を、
内定を見事に勝ち取った学生に教えてもらいました。

一覧はホームページをご覧下さい。http ://nav i .agu .ac . jp/

卒業生の主な就職内定先

歯科衛生士養成機関で学士を取得できる専攻科に進学できることから、愛知
学院大学短期大学部に興味を持ちました。実技だけでなく理論的な基礎教育
で思考力を養う、大学ならではの教育方針に魅力を感じたのです。また、学生
生活や学外での人との関わりを通し、相手が求めているものを理解するコミュ
ニケーション力や、自分の意思・考えを的確に伝える情報伝達力を養うことが
できました。就職活動でも発揮できたと思います。歯科衛生士をめざしたのは、
ライフスタイルに変化があっても国家資格を生かして長く活躍できると考えた
から。内定先は教育・指導体制がしっかりしていて、成長できそうだと感じまし
た。今後は周術期口腔管理のスキルを身につけ、全身疾患の治療中に歯科
が介入する有用性を一般の方々にも広める働きかけをしていきたいです。

林 由佳 トヨタ自動車株式会社 
トヨタ記念病院

短期大学部

病院薬剤師として働く父の姿を見て、自分の入院患者さんの力になりたいと思
い、薬剤師をめざすようになりました。4年次には製剤学講座に所属し、がん治
療に用いる軟膏の製品化に関する研究に企業と共に取り組みました。うまく
いかないこともあり試行錯誤を繰り返しましたが、6年次の卒業研究発表会で
は優秀発表賞を受賞。研究を通して、問題にぶつかっても乗り越える力を身に
つけられたと思います。就職活動で役立ったのは学内企業説明会。多くの企
業の話を聞くことで、さまざまな視点から自分に合った企業を見つけることがで
きました。また、実務実習を通してその病院の理念をしっかり理解することがで
き、採用面接で自身がめざす薬剤師像との合致をアピールしたことが、内定獲
得につながったと思います。

社会医療法人健和会
健和会病院

薬学部

大学入学時には将来のビジョンを具体的に描けていませんでした。そこで、総
合政策学部特有の数あるクラスターの中から、学びを通してやりたいことを見
つけようと考えたのです。そして国際クラスターを選択したことが、結果的にグ
ローバル企業への就職につながりました。また、2年次に留学を経験したこと
も、国際的な仕事に興味を持ったきっかけのひとつです。就職活動は早い時
期からスタート。3年次の秋に学内で開催された「就活トップランナー講座」を
受講したことで、スムーズに活動を始めることができました。また履歴書添削や
面接対策講座にも何度も通ったほか、実際に働いている人から話をうかがうな
ど情報収集にも力を入れました。内定先は業界トップクラスの物流企業の海
運部門。語学力の向上にも力を入れ、5年後には海外勤務をめざします。

安形 脩 日本通運株式会社

総合政策
学部

●メーカーなど
・あすか製薬㈱
・シミック㈱
・バイエル薬品㈱
・持田製薬㈱

●保険調剤薬局
・㈱アイセイ薬局
・アイングループ
・協和ケミカル㈱
・クオール㈱
・㈱トーカイ薬局
・日本調剤㈱

●保険調剤薬局
・JA愛知厚生連 海南病院
・JA愛知厚生連 豊田厚生病院
・地方独立行政法人
　岐阜県総合医療センター
・名古屋鉄道健康保険組合名鉄病院
・社会医療法人健和会 健和会病院
・藤田保健衛生大学病院
・飯田市立病院
・岡崎市民病院
・静岡市立清水病院
・豊川市民病院

●ドラッグストア
・㈱スギ薬局
・㈱スギヤマ薬品
・㈱ココカラファイン ヘルスケア
・中部薬品㈱
・㈱マツモトキヨシ

●官公庁
・防衛省自衛隊（薬剤官）
・佐賀県庁

●進学
・愛知学院大学大学院
・名古屋市立大学大学院
・北海道大学大学院

●金融・保険業
・㈱三菱東京ＵＦＪ銀行
・㈱愛知銀行
・㈱大垣共立銀行
・㈱静岡銀行
・㈱清水銀行
・㈱第三銀行
・㈱中京銀行
・㈱名古屋銀行
・㈱百五銀行
・㈱三重銀行
・岐阜信用金庫
・瀬戸信用金庫
・東春信用金庫
・豊田信用金庫
・㈱オリエントコーポレーション
・㈱クレディセゾン
・岡三証券㈱
・大和証券㈱
・東海東京証券㈱
・三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券㈱
・㈱かんぽ生命保険
・住友生命保険相互会社
・第一生命保険㈱
・日本生命保険相互会社
・明治安田生命保険相互会社
・天白信用農業協同組合
・とぴあ浜松農業協同組合

●製造業
・伊藤ハム㈱
・日本ハム食品㈱
・フジパングループ本社㈱
・明星食品㈱
・山崎製パン㈱
・ＵＨＡ味覚糖㈱
・㈱伊藤園
・㈱ドトールコーヒー
・アイカ工業㈱
・㈱稲葉製作所
・クリナップ㈱
・タカラスタンダード㈱
・小林クリエイト㈱
・竹田印刷㈱
・凸版印刷㈱
・ビューテック㈱
・新日鐵住金㈱
・㈱アーレスティ
・文化シヤッター㈱
・オークマ㈱
・三浦工業㈱
・アース製薬㈱
・ヤマザキマザック㈱
・㈱松風
・ＤＸアンテナ㈱
・マスプロ電工㈱
・住友電装㈱
・日東工業㈱
・アイホン㈱
・豊生ブレーキ工業㈱

●卸売業（商社）
・㈱山善
・㈱トーカン
・日本酒類販売㈱
・㈱カノークス
・佐久間特殊鋼㈱

・因幡電機産業㈱
・㈱大塚商会
・サンワテクノス㈱
・㈱立花エレテック
・都築電気㈱
・日立コンシューマ・マーケティング㈱
・㈱前田製作所
・㈱ワキタ
・㈱オリバー
・㈱スズケン
・㈱ネクシィーズ

●小売業（流通）
・イオンリテール㈱
・㈱平和堂
・ユニーグループ・ホールディングス㈱
・青山商事㈱
・㈱オークワ
・㈱セブン-イレブン・ジャパン
・㈱バローホールディングス
・㈱ファミリーマート
・㈱ベイシア
・ミニストップ㈱
・㈱ヤマナカ
・㈱ローソン
・愛知トヨタ自動車㈱
・㈱エディオン
・名古屋トヨペット㈱
・㈱ヤナセ
・㈱ヤマダ電機
・㈱カインズ
・ガステックサービス㈱
・㈱クスリのアオキ
・㈱サンドラッグ
・㈱スギ薬局
・ゼビオ㈱
・DCMカーマ㈱
・㈱ニトリ
・㈱スクロール

●建設・不動産・賃貸業
・㈱熊谷組
・大東建託㈱
・大和ハウス工業㈱
・タマホーム㈱
・東建コーポレーション㈱
・松井建設㈱
・㈱ヤマダ・エスバイエルホーム
・㈱トーエネック
・㈱オープンハウス
・近鉄不動産㈱
・住友不動産販売㈱
・東急リバブル㈱
・㈱レオパレス２１
・太陽建機レンタル㈱
・㈱トーカイ
・西尾レントオール㈱

●情報通信・運輸・郵便業
・ソフトバンク㈱
・㈱ＵＳＥＮ
・㈱ＥＭシステムズ
・㈱ＣＩＪ
・トランス・コスモス㈱
・富士ソフト㈱
・㈱マイナビ
・愛知環状鉄道㈱

・近畿日本鉄道㈱
・京阪電気鉄道㈱
・東海旅客鉄道㈱
・東京地下鉄㈱
・名古屋鉄道㈱
・東日本旅客鉄道㈱
・愛知陸運㈱
・㈱サカイ引越センター
・センコー㈱
・トランコム㈱
・日本通運㈱
・丸全昭和運輸㈱
・㈱丸和運輸機関
・名鉄運輸㈱
・日本航空㈱
・東陽倉庫㈱
・キムラユニティー㈱
・名港海運㈱
・日本郵便㈱

●教育・医療・福祉
・小牧市民病院
・松波総合病院

●サービス業・その他
・愛知中部水道企業団
・王子ホールディングス㈱
・玉野総合コンサルタント㈱
・㈱ジェイアール東海ホテルズ
・リゾートトラスト㈱
・㈱木曽路
・シダックスフードサービス㈱
・伊藤ハム米久ホールディングス㈱
・㈱エイチ・アイ・エス
・㈱ユー・エス・ジェイ
・トヨタ生活協同組合
・セコム㈱
・綜合警備保障㈱
・一般社団法人日本自動車連盟

●公務員
・防衛省自衛隊
・法務省
・名古屋国税局
・警視庁
・愛知県警察本部
・石川県警察本部
・岐阜県警察本部
・静岡県警察本部
・富山県警察本部
・福井県警察本部
・三重県警察本部
・浜松市消防本部
・尾三消防本部
・岐阜県人事委員会
・熊本県人事委員会
・静岡県人事委員会
・名古屋市役所
・浜松市役所
・春日井市役所
・知立市役所
・東海市役所
・豊橋市役所
・日進市役所
・名古屋市教育委員会
・愛知県教育委員会

薬学部就職内定先

　澤 萌
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12
月
16
日（
土
）に
第
14
回 

「
英
語
と
日
本
語

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
祭
典
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。英
語
部
門
と
日
本
語
部
門（
留
学
生
対

象
）に
分
か
れ
、総
勢
30
名
の
学
生
が「
学
ぶ

よ
ろ
こ
び E

ducation&
H
appiness

」を

は
じ
め
、多
様
な
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

第
二
言
語
で
自
ら
の
思
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

当
日
は
本
学
学
生
や
教
職
員
の
ほ
か
、近
隣

よ
り
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
部
門
の
表
彰
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

滋
賀
県
大
津
市
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

に
て
、2
月
20
日（
火
）〜
22
日（
木
）の
日
程

で
、本
学
公
認
ク
ラ
ブ
の
学
生
責
任
者
を
対

象
と
し
た「
第
50
回
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」を
開
催
。運
動
部
46
名
、文
化
部
48

名
、学
生
94
名
、教
員
7
名
、職
員
8
名
、合

計
1
0
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。開
講
式
に

続
い
て
、日
高
工
業
株
式
会
社
社
長
・
今
村

順
氏
が
基
調
講
演
。「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
」を
テ
ー
マ
に
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責
任

感
を
持
つ
こ
と
は
重
要
だ
が
、一
人
で
抱
え
込

み
過
ぎ
ず
全
員
で
目
標
に
向
け
活
動
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
の「
分
科
会
」で
は
、課
題
解
決
と
役

割
分
担
・チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン・
期
待
さ
れ
る
社
会
人
像
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
義
を
実
施
。ま
た
、商
学
部
・
野
口
倫
央
准

教
授
に
よ
る「
ク
ラ
ブ
活
動
資
金
の
管
理
に

つ
い
て
」の
講
義
で
は
、現
金
出
納
帳
が
各
ク

ラ
ブ
に
配
布
さ
れ
具
体
的
な
資
金
管
理
の

方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。3
日

間
通
じ
て
行
っ
た「
系
統
別
懇
談
会
」で
は

運
動
部
・
文
化
部
に
分
か
れ
て
懇
談
会
が
開

か
れ
、ク
ラ
ブ
と
し
て
、ま
た
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
1
年
間
の
目
標
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
各
ク
ラ
ブ
学
生
責
任
者

は
、ク
ラ
ブ
間
の
情
報
交
換
に
よ
る
活
性
化
、

円
滑
化
に
よ
り
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
知
識
・

技
術
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、人
間
的
成

長
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

愛知学院大学学長賞

国際交流センター所長賞

中日新聞社賞

審査委員特別賞

長久手市国際交流協会会長賞（英語）

日進市国際交流協会会長賞（日本語）

文学部グローバル英語学科1年
石川 奈奈さん

文学部国際文化学科3年
平岩 ももかさん

文学部グローバル英語学科2年
田村 ます美さん

文学部グローバル英語学科2年
矢野 真歩さん

心身科学部健康栄養学科1年
山地 陽菜さん

経営学部経営学科1年
陳 雨 さん

文学部国際文化学科4年
シンディ ラワス

文学部日本文化学科3年
ニングルム カロリーナ パルモノさん

文学部日本文化学科3年
ヴティ ヌ フェさん

経営学部経営学科3年
商 衛東さん

英語部門 日本語部門（留学生）

2
0
1
7
年
よ
り
農
林
水
産
省
東
海
農

政
局
と
共
同
で
、「
災
害
用
備
蓄
食
品
の

レ
シ
ピ
」作
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
8
月
31
日
に
は「
災
害
用
備

蓄
食
品
を
活
用
し
た
簡
単
レ
シ
ピ
試
食

会
」を
実
施
。こ
う
し
た
※
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
の
普
及
活
動
は
、多
く
の
報
道

関
係
社
が
取
材
に
訪
れ
る
な
ど
注
目
を
集

め
ま
し
た
。こ
の
度
の﹇
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
﹈掲

載
に
よ
り
、よ
り
多
く
の
家
庭
で
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
法
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

※
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
と
は

　

非
常
食
を
定
期
的
に
飲
食
し
、使
用
し

　

た
分
を
補
充
す
る
と
い
う
備
蓄
法
。

心
身
科
学
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム
中

部
地
域
で
の
障
害
児
・
者
へ
の
支
援
活
動
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
支
援
す
る｢

2
0
1
7
年
度
第

1
回 

草
の
根
協
力
支
援
型｣

に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。ダ
ナ
ン
市
を
中
心
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
中

部
地
域
に
て
障
害
児
・
者
お
よ
び
そ
の
保
護

者
・
家
族
に
対
し
て
、臨
床
動
作
法
を
通
し
た

支
援
活
動
を
展

開
。
2
0
0
9
年

よ
り
心
身
科
学
部

心
理
学
科
・
吉
川
吉

美
教
授
を
中
心
に

継
続
的
な
活
動
を

し
て
お
り
、今
後
は

現
地
で
の
支
援
者

養
成
の
仕
組
み
構

築
を
め
ざ
し
ま
す
。

2
月
6
日（
火
）に
就
活
応
援
企
画
と
し
て
、

三
重
県
知
事
・
鈴
木
英
敬
氏
に
よ
る
特
別
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
講
演
会
は
三

重
県
と
の
就
職
支
援
協
定
を
記
念
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
。知
事
ご
自
身
の
就
活
体
験
談

や
就
活
に
お
け
る
心
構
え
、三
重
県
で
の
就

職
の
魅
力
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
後

半
に
は
、三
重
県
出
身

学
生
と
の
対
話
を
行

い
、三
重
県
内
で
の
就

職
や
将
来
の
目
標
に

対
し
て
助
言
を
頂
く

な
ど
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

CAMPUSFrom From 

心
身
科
学
部
の
取
り
組
み
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
草
の
根
協
力
支
援
型
」に

採
択
さ
れ
ま
し
た

NEWS

三
重
県
知
事 

鈴
木
英
敬
氏

特
別
講
演
会

NEWS

英
語
と
日
本
語
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
の
祭
典

「
第
50
回
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」開
催

NEWS

NEWS

心
身
科
学
部
健
康
栄
養
学
科
考
案

災
害
用
備
蓄
食
品
レ
シ
ピ
が

『
農
林
水
産
省
公
式
キ
ッ
チ
ン

﹇
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
﹈』に
掲
載

（
2
月
19
日
〜
3
月
8
日
）

NEWS
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の就活は関心を持った企業に対して、主にWEB上で資

料請求を行い、履歴書に代わって多くの企業で採用され

ている「エントリーシート」を送付することから始まります。WEB

上で送る場合もありますが、手書きの場合もあり、書くだけでも

大変な作業です。また限られたスペースの中で、人事担当者に

伝わりやすく印象に残りやすい文章を作らなければなりません。

自分のことをしっかり分析し（自己分析）、いかに相手に自分らし

さを伝えるかが鍵になります。

そこで頼りになるのが、お子さまの長所や短所をよく理解した上

で客観的な視点も持てる保護者ならではの目線です。自己PR

文を的確にチェックし、説得力がある文章に仕上げるようアドバ

イスしてあげてください。具体的には、右図の1～5のポイント

に、それぞれが段階を追って書かれているかどうかをチェック。抜

けていること、足りないことを指摘し、アピールしたいことを強調

しながらわかりやすい文章に仕上げられるよう導きましょう。

この機会に、ぜひお子さんとじっくり話し合い、本人が気付いていな

い長所や能力を伝えてあげてください。キャリアセンターでも随時、

書き方のアドバイスや添削を行っています。ぜひ活用してください。

今

の冊子が発行される頃には、すでに新4年生は就職活動本番を迎えて

います。就職先決定には約半数の学生が保護者に相談しますが、過剰

干渉は禁物。お子さんの精神的な支柱として適切な助言をし、社会人として自

立させ、社会に送り出すことが大切です。保護者の価値観だけでうかつな発言

でアドバイスするのは感心できません。ぜひ今の就職状況を理解の上、適切な

援助することで就活しているお子さんの一番のサポーターとなってください。

こ

保護者だから出来る
就職支援

就職活動中の学生の一番身近な相談相手は保護者です。

だからこそ、保護者のサポートが就活を成功させる鍵を持って

います。そこで大切なのは、親世代と今の就職活動の違いそ

のものの理解を深め、「保護者だからこそできる支援方法」を

知っていただくこと。保護者の皆様が一番のサポーターとなる

ための、就職サポートの基本についてお話しします。

M E S S A G E  F R O M  C A R E E R  C E N T E R

知っておきたい！
イマドキの就職

活動

VOL.12

今回のお題

From 

就職活動の第一歩「エントリーシート」。
企業の印象に残る文章の書き方とは？

学生のよき理解者である保護者だからこそ、
積極的な関わりが求められる。

3/1を皮切りに企業の採用活動が一斉にスタートしました。し
かしながら実際の就活のスタートはこれよりも早くから始まって
おり、企業はインターンシップ等の参加学生に対してアプロー
チしています。このような状況ですから就職のサポートはさらに
早くから行っています。就活は4年生になる時からではなく、早く
から対策をとった人が有利です。是非ともキャリアセンターを上
手く利用してください。

キャリアセンター
伝言板

今後の行事予定

●インターンシップ説明会
　（新2・3年生対象）

4月

●第1回就職ガイダンス
　（新3年生対象）

5月

I N
F O R M A T I O N

上手な自己PR文の書き方などを
アドバイスします。

各学部担当者に気軽に
相談してください。
個別相談は予約不要です。

各学部担当者は専用の携帯電話・メールアドレスを
用意しています。窓口に来られないときや、緊急時に
利用してください。

就職相談就職相談 電話やメールによる相談電話やメールによる相談

「キャリアセンター＆キャリアラウンジ」
就活のパートナー

履歴書・エントリーシートなど
応募書類の添削
履歴書・エントリーシートなど
応募書類の添削

良い例 悪い例

○○株式会社で接客アルバイトの
リーダーをしていました。

このことから私は、結果を出す
ために効果的な手段を考え、
周囲の人々の協力を得ながら
目標を達成する力があると思います。

②振り返り

①状況・役割
○○株式会社で接客アルバイトのリーダーをしていました。

①状況・役割

店舗ごとにチームをつくり、担当店舗の売上を伸ばすことを目標に仕事をしました。
②問題提起

自分たちで商品説明のチラシをつくり、お客さまに商品の良さがより伝わるように
しました。また、チームのメンバーに声をかけ、接客マナーの勉強会を実施しました。

③打開策検討・実施

その結果、売上が前月比135%を記録し、全チーム中でトップになりました。
④結果

このことから私は、結果を出すために効果的な手段を考え、
周囲の人々の協力を得ながら目標を達成する力があると思います。

⑤振り返り

エントリーシート作成のポイント

3/1を皮
かしなが
おり、企
チしてい
早くから
から対策
手く利用

「キャ
就活の

上手な自己PR文の書き方などを

履歴書・エントリーシートなど履歴書・エントリーシートなど
応募書類の添削応募書類の添削

こんな
サポートが
受けられます！

キャリアサポ
ート

通信
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［特 集］

未来への約束
愛知学院大学の就職サポート力

active report
この夏、海外で学びを深めた学生たちからの報告をご紹介します。

2017
海外研修
レポート

Let ’s go

文学部グローバル英語学科3年生　
LIE EDWIN WAHONO LIANDO

異文化体験や社会的背景が異なる現地の学生と交流すること
で新しい観点から物事を考えることができるようになると思い、交
換留学を決意しました。留学先は、アーカンソー大学フォートスミ
ス校。広大な敷地にある美しいキャンパスで学び、充実した留学
生活を送ることができました。留学直後は今までと違う勉強のス
タイルに苦労しましたが、予習と復習を徹底し、わからないことは
積極的に教授や学生に質問するよう心がけたことで、履修した4
科目の単位を全て取得することができました。また生活面では、学
生寮の歓迎会やハロウィーンパーティーなどを通して友人がたく
さんできました。週末にはハイキング、湖でのカヤックなどを楽しん
だり、アメリカのさまざまな観光地を訪れ現地の人々と交流を深め
たりしました。今回の経験は、将来必ず役に立つと思います。

文学部グローバル英語学科3年　
伊藤 啓

ボンド大学のあるオーストラリアのゴールドコーストは、とても
温暖で過ごしやすくて安全な街です。ボンド大学はとても多
様性があり、全学生の半分近くが国外から来ています。異な
る文化、母語を持つ人たちと交流ができた４ヶ月の留学期間
は、自分にとって貴重なものとなりました。特に印象深いの
は、フットサルチームに所属して多くの時間をチームメイトと
過ごしたことです。また大学の授業では、グループワークやプ
レゼンテーションに取り組んだことが良い経験になりました。
仲間とビーチに出かけたりした時間も含め、留学中の4ヶ月
間はとても良い時間を過ごせました。このような貴重な経験
を与えてくれた方々、留学先で出会った友達、全ての人に感
謝しています。

アーカンソー大学フォートスミス校 ボンド大学

交換留学生 交換留学生

埼玉西武ライオンズ源田壮亮選手（総合政策学部卒業）の最優秀新人賞受
賞祝賀会を1月19日（金）に名古屋観光ホテルにて開催しました。祝賀会には、
発起人の佐藤学長、髙木学生部長、佐々木野球部長、小林同窓会副会長をは
じめ、来賓、野球部OB、協賛企業、学内関係者など180名超集まり、盛大に行
われました。源田選手のますますのご活躍を大学関係者一同祈念しています。

いま大注目の卒業生
を紹介します。

special
topics!

大学の友人とキックボール大会 友人とカヤック ゴールドコースト動物園にて クラスメイトと一緒に

最優秀新人賞
受賞祝賀会を開催

埼玉西武ライオンズ 源田壮亮選手 
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